
家庭教育支援事業 子育て支援課

なかや みちえ

中谷 通恵

いしかわ くみこ

石川 久美子

よしはら よしみ

吉原 芳美

白老の子
育て情報、
託児の手
続き等お
届けします。

日々の子育て
のひとコマを分
かち合えたらと
思います。

子育て情
報などを
色々お伝
えします。

”白老での
育児”が
濃い時間
になります
ように。

やまざき しょうこ

山﨑 翔子

平成２１年度に始まったこの活動も１5年目を迎えました。子育てに携わるご家庭の皆さんの子育
ての 不安や疑問等を解決する手助けをするために、今年度も「子育て講座」や「訪問相談活動」を
はじめとするきめ細やかな家庭教育支援活動を展開していきます。子育てで、お困りなことがあり
ましたらお気軽に相談してください。「ぴんぽ～ん」と家庭教育支援員がお邪魔します。

訪問相談活動
●依頼のあった家庭を訪問
し子育て情報をお届けしま
す。
※訪問の対象家庭は、乳児か

ら小学６年生の子どもさんが

一人でもいる家庭です。

訪問に際し

ての費用は

無料です。

サークル等の

小グループで

も、是非ご活

用下さい。

アンケート調査の実施
●乳児健診時を利用したア
ンケート聞き取り調査
●ご家庭へのアンケートを
実施します。

講師派遣

●町内の学級懇談会、学級レ

ク、保護者研修等講師派遣の

ご依頼を受け付けております。

家庭教育講話
●小学校就学予定者検査日
や中学校体験入学説明会を
活用しての家庭教育講話
家庭教育支援便りの発行

●年５回発行

詳細は家庭教育支援便りや
広報等でお知らせします。

子育て講座
●講師先生をお招きして、子
育ての大事な部分をお話しし
ていただきます。



★そんな時は、家庭教育支援員に気軽に話してみて、一緒に良いアイデアを考えてみませんか？
誰かに話すだけでも気持ちが少し軽くなって落ち着くかもしれません。
０９０－１５２８－９０１８ 中谷まで

こんなお悩みありませんか？
★例年５月・６月は、新入園児や新１年生の保護者
さんからのこんな悩みが多くきかれます。

私は、家庭教育支援員をさせてもらって15年ほど経ちます。これまで
春になると、新入園・入学児の親御さんから、いろいろな相談を寄せて
もらいました。そのたびに、「子どもさんも新しい環境に慣れるのに頑

に 張っているので、ゆったりと見守ってあげましょう！」などと、教科書
通りのアドバイスをしてきました。（笑）
でも自分の長子が入学した時を振り返ると、「ゆったり見守る」どこ
ろか、「こっそり見守って」いたのです。幼稚園の頃は、園に通う時や
友達と遊 ぶ時も、だいたい親と一緒のことが多かったのですが、学校に

上がると、登下校も放課後の遊びも親の目の届かないことが多くなります。当たり前のこ
となのでしょうが、長子の子育てには不安がつきもの・・。「私の知らないところで、友
達とどんな風にやり取りしているのか・・」そんな気持ちになり、ナント私は、下校時に
電信柱の陰 に隠れて我が子の様子を「こっそり見て」いたのです。２，３日して、帰宅し
た長子に「お母さん、なんで電信柱の所にいるの？」と言われ赤面、そしてハッとしまし
た。「私はこんな風にいつまで、我が子を見張っているんだろう」そんな自分が怖くなり、
こんな 風に考えるようにしました。「もし我が子が、誰かに迷惑をかけたら、きっと先生
や他の 親御さんが教えてくれるだろう。そんな時がきたら、一緒に謝ればいい！だから、
必要以上に我が子のことを気にするのはやめよう」と。

我が子を愛すればこそ、少しずつ親の知らない世界へ歩み出す彼らが心配になるのは、
誰でも同じですよね。親の方も少しずつ良い意味での「子離れ」ができるよう、不安な
時は気軽に気持ちを話てみませんか？ お声かけ、お待ちしています。

わたしからのおすすめ！

★昨年に続き、支援員から皆さんにお伝えしたいことを掲載します。
支援員の体験談や支援員のお薦めの本など、グルメ情報も出てくる
かもしれません。楽しみにしていてください。

今回は中谷です。

相談・講師派遣、家庭教育支援活動についてのお問い合わせはこちらまで

★訪問型家庭教育支援員 または ★白老町 子育て支援課
０９０－１５２８－９０１８ ０１４４－８５－２０２１

見てね♪

公式インスタグラム

情報発信中

・「園に行くようになってから、家で
わがままが増えたり、兄弟姉妹とのケ
ンカが多くなったよう。園でも迷惑か
けていないか心配・・どんな言葉かけ
をしたら良いのか・・」

・「親の自分が気になってし
まって、園や学校であったこ
とを聞き出そうとしてしまう
けれど、それでいいの？」

・「放課後や休日の遊び方
が園の時とは大違い・・。
友達が遊びに来た時に、我
が家のルールを伝えたいけ
れど、コツってある？」

・「疲れているのか、行き
渋っていることがあっ
て・・不登園・不登校に
なったらどうしよう・・」
などなど


